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■ ᶃ大卒求人総数（人）
■ ᶄ民間企業就職希望者数（人）
	ᶅ大卒求人ഒ率（ഒ）

※2021年3月卒の大卒求人ഒ率は2回調査されており、2月調査は1.72ഒ、6月調査は1.53ഒであった
出య：ᶃᶄᶅリクルートワークス研究所「ワークス大卒求人ഒ率調査」
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（2025年卒　就職プロセス調査）

学生 就職಺ఆ཰͸શظ間を௨ て͡
લ年Αりߴいਫ४でਪ移

⁞ ब৬಺ఆ཰ͷਪҠ
※大学生・就職志望者／୯一回答 ※大学院生を除く

　就職活動は、学生にとって人生の大きなઅ目であり、企
業にとっては未来をୗす人材との出会いの場である。『就職
白書』は、これまでこうした学生と企業のマッチングの在
り方を探求してきた。ͦの一؀として、新卒学生の就職活
動および企業の新卒採用活動の実態を調査し、現状の把握
に౒めている。
　近年、新卒採用の現場は大きなมԽに௚໘している。企
業の採用ڥ؀はݫしさを૿し、従来のख๏だけでは採用ઓ
ུの実現は೉しくなっている。本書では最新の調査データ
を基に、就職・採用の現状を明らかにし、ͦの課題とల望
を探ることとする。
　新卒採用の೉Խのഎܠには、構଄的な人ݮޱগ、すなわ
ち࿑働力人ޱのݮগがある。2023年にリクルートワーク
ス研究所が『未来予ଌ2040	࿑働څڙ制໿社会がやってく

る』というレポートにおいて「2040年に1,100ສ人の࿑働
力がෆ足する」と予ଌしているが、この国は現時点ですで
に人खෆ足と採用೉の時代にಥ入している。ただ人を集め
るだけでなく、定着し活༂できるڥ؀を੔えることこͦが、
これまで以上にॏ要となっている。企業は、従来の考えに
とらわれͣに新たな視点を֫ಘし、ॊೈなアプローチを模
索する΂きである。
　ͦのような状況を೦಄に置いて2025年卒の学生の就職
活動と企業の採用活動ڥ؀について֓観しよう。まͣ、就
職内定率は、前年よりもߴ水準でਪҠしており、2024年3
月1日時点ですでに໿4割の学生が内定を取ಘ。ૣظԽの
年かࡢ、まっている（グラフ⁞）。大卒求人ഒ率もڧ向が܏
ら上ঢしている（グラフ ）。従業員規模別では、300人未
満企業・300～999人企業で上ঢ、1,000～4,999人企業は
ม動なし、5,000人以上企業では低下。ಛに中小企業では、
求人総数が૿える一方で、民間企業就職希望者数の方はݮ

৽ଔ࠾用͸企業にとͬ て͠ݫい状況

PBSU� ࿑ಇ੍څڙ໿社ձͱい͏ ॏཁ՝୊
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গしており、採用೉の܏向が一૚ڧくなっていることが分
かる。
　企業はૣい時ظから内定を出し、できるだけૣظに༏ल
な人材を֫ಘしようとڝい合う様相をఄしており、ͦの結
果、໿6割の企業が新卒採用数の目ඪを達成できていない
現状がある（グラフ⁠）。

　新卒の学生にݶらͣ、࿑働力人ޱ全体でもগ子ྸߴԽに
よる࿑働力ෆ足がਂࠁとなっている。前ड़のようにগ子ߴ
ྸԽのਂࠁԽによる現役人ޱのݮٸに൐い、࿑働人ޱは、
ध要予ଌに対して2030年に໿341ສ人、2040年に໿
1,100ສ人ෆ足する見ࠐみだ（グラフ⁡）。
　A*による࿑働力の代ସやิ׬について、大和総研の調査
では、「日本の໿40％の就業者が࢓事の൒分以上をࣗ動Խ
できる」とਪ計し、同時に「A*によって代ସあるいはA*との

協働が可能な部分はͦれͧれ20�前後」とされている
（※̍）。一方、アメリカでは、1980年以߱、P$やインター
ネットのීٴによって、໿350ສ人の職がࣦわれたのと同
時に、*T関連の新しい職छが૑出されたことにより、結果
として、໿1,580ສ人の新たなޏ用が生まれたとされてい
る（※2）。ྺ࢙的にはٕज़ֵ新には࿑働ध要を૿加させる
ଆ໘もあったということになる。かつての *Tֵ໋がͦうだ
ったように、A*の進Խによって࢓事の在り方は大きくมわ
る一方で、ޏ用ͦのものはݮるどこΖか、むしΖ૿加する
可能性も考えられる。
　日ʑڪる΂き଎さで進Խを਱͛るA *のޏ用ध要の代ସ
の見立てはඇৗに೉しいとこΖではあるが、࿑働力ෆ足、
採用೉という状況がさらにਂࠁԽする可能性もある中で、
企業は人材とどう向き合っていく΂きか、とりわけ、未来
を担うए年૚の人材をいかに生かすかという課題は、今後
も引きଓきॏ要な࿦点でありଓけるだΖう。

"I͸࿑働ྗෆ଍をͲのఔ度ิ͏ ͔

社会人

企業

2040年に࿑働人ޱ͸�
�00ສ人ෆ଍する

໿ׂ̒の企業͕࠾用਺の໨ඪをୡ੒できていない

⁡ ࿑ಇधڅシϛϡϨーション

⁠ ৽ଔ࠾༻ͷ࠾༻数ͷ計ըʹ対͢るॆ଍ঢ়گʦ��݄࣌఺ʧ

（ӈ軸）	ෆ足څڙ	■
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出య：リクルートワークス研究所『Works	3eport	2023	未来予ଌ2040	࿑働څڙ制໿社会がやってくる』

　࿑働ध要	（ࠨ軸）　 　࿑働څڙ	（ࠨ軸）

■	計ըよりかなりଟい　■	計ըよりएׯଟい　■	計ը通り　■	計ըよりएׯগない　■	計ըよりかなりগない　
■	現在બ考中につき、未定　■ 採用数について計ըを立てていない　■ ͦのଞ

2025年卒　nʹ1,454

ॆ足・計 未ॆ足・計
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※ ：̍大和総研経済調査部	主೚研究員新田ھ೭ࢯ「生成A*が日本の࿑働ࢢ場に与える影響」2023年,	2004年
※２：.cKinseZ	(lobal	*nstitute「+O#S	-OST,	+O#S	(A*/ED:WO3KFO3$E	T3A/S*T*O/S	*/	A	T*.E	OF	A6TO.AT*O/」2017年

※当֘卒年の採用実施企業／୯一回答　※「ॆ足・計」は、「計ըよりかなりଟい」「計ըよりएׯଟい」「計ը通り」
の合計　※「未ॆ足・計」は、「計ըよりएׯগない」「計ըよりかなりগない」「現在બ考中につき、未定」の合計
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